
*仕様はお断りなく変更する場合があります

②Ｔ字棒

H=530 mm

構
　
成

①メスシリンダ

校正範囲

AMI3037-CS

L=500 mm

チューブ 1.5m

③スケール

φ6×L=500 mm
④チューブ付パイプ

(低圧ですが)測定誤差を知り,修理/調整を要する判断目安になります

圧力校正装置 目的: 測定精度確認･点検･故障の確認など

1.5kg

約 0～4.5 kPa/34㎜Hg

L=500 mm/底板φ50

型　　式

重  量
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          = 製造販売 =

　他の校正法として,特許取得の曲率・高圧・柔軟面の校正が行える装置もあります。
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パラソル型
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開放ｼﾞｮｲﾝﾄφ4

開放ｼﾞｮｲﾝﾄφ3

仕 様

エアパック形状カバーテープ



体圧･座圧計測

流体圧計測

特許技術による接触圧校正法によって、再現性･明確な精度(熱影響も）を確認
高い信頼の計測を実現 !! 血流など他機器とのシステムが可能！

－エアパック式－

● 日本： 3268601 January 18,2002

柔軟面用

・・・・・熱影響含む校正された値で計測として国際特許取得・・・･･・

シューズ周囲圧

1台で多点測定
センサ付けた状態で間欠計測も…

坐骨は、硬い平面では約２０

kPa！

●曲面では・・・？
●ｸｯｼｮﾝでは・・?
●姿勢では・・・？

仙骨の皮膚血流は、

●4.2ｋPa(32mmHg)で(完全)阻害・・？

●ベッド角・姿勢での変化/影響は・・・・・?

連続 接触圧測定器

生体、マネキンの両対応

柔かい面の接触間に扁平状に少しのエアを封込め、そのエアの圧力を計測
計測手段として,非伸縮素材で柔かく圧迫で拡がらない袋（一定面積）
熱影響は、極めて少ないことを水圧校正にて確認!!

皮膚圧迫と血流の

相関変化・特性・解析

≪特許

連続 接触圧測定器
ＡＭＩ

着圧･衣服圧計測

● ｱﾒﾘｶ： U.S.Pat.5522966 July 13,1999

用 途

オールリセット,ゼロ機能

株式会社 エイエムアイ･テクノ株式会社 エイエムアイ･テクノ

小型多点（増設にて）電池でも同時１０点（表示・出力）

柔軟面用

↑
着用前
着用時 →

特

許

用 途

接触圧･血流センサ
加圧/血流チャンバ

<接触圧･血流計測システム>

皮膚影響を観る

コ
ッ
ク
を
引
き
エ
ア
封
入

（
多
点
対
応
）

AMI3037-2/2B
AMI3037-SB-Ⅱ

AMI3037-10-Ⅱ

A0905-SA-Ⅱ

A0101-G35-AC-Ⅱ



(3) 円形で方向性を気にせず部位への取付が容易である。円形以外にデザインされた場合は向きによって測定値が変わる。例えば半球面での測
定ではトップが高く周囲ほど低くなり面積の平均値となる。

④用具素材の復元性： 装着回数で汗、伸び、引張り、洗濯などで素材の復元時間、復元性の違いが生じる。

hPa （mmHg）

≪信頼性≫

SI単位
ｋPa （gf/cm

2
）

【接触圧測定器の圧力センサ・出力の校正】 　圧力センサと接続された透明パイプを水に沈め、そのパイプ内に押し込まれた水面の水深を計測す
ることにより、圧力センサや出力信号の誤差を観ることができる。

旧単位

接触圧計型式

①測定器の許容誤差＋②計測部位誤差＋③装着・位置の誤差＋④用具素材の復元性＋⑤姿勢誤差

　これらをゼロにはできないため、各許容誤差を考慮する必要がある。

電圧出力

AMI3037-2、5S、10

10.098

DCmV

0.0101

DC V

1

0.074

0.098

10

0.0098

  柔軟な平面接触環境を再現し、計測精度・再現性の確認、（半年,１年後など）経年変化の誤差確認、計測時の異常値の確認、接触圧計測法の
正当性の説明などで利用下さい。…計測の度に校正する必要はありません。* 現状では、柔らかい面の接触圧の（ISO,JIS等）規格が定まってな
いため、検査機関などによる校正試験は行えません。

1.333 0.1333 13.3

10010.2

0.98

0.013

102

（mmH2O）

10 0.736

13.6

0.1

1 0.100
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圧力校正装置の使用目的

(1) 直径20mm（標準）では、生体の各部位や生地の凹凸間に密着し易く再現性が良い。大きすぎると袋の中央部が先に接触し、部分圧迫であったり状況が変わり易く再現性が悪くなる。例え
ば直径30mmで凹凸が多い足首では、エアパックの真中だけが接触してしまう。

③装着・位置の誤差： 用具の装着時、測定部位に合わせる際、部分的に引張りや横ズレなど合わせ方で値が変わります。用具に細かく印や線を入れ、精度を高めることが必要で
すが多少は誤差が生じます。

⑤姿勢誤差： 姿勢角度や腕や頭位置の違いで、素材張力の伝達や体重移動で圧力に影響する。連続角度計の使用や細かく印を付ける。

0.98

9.8

7.501

(4) 潰れない１mmのチューブで配管することで、エアパックの袋部の変形（体積変化）を捉え途中の配管状況で影響を受けない。シリコンゴムなど柔
らかい素材の場合は配管状況で測定値が変わる。

②計測部位誤差： エアパックの取付位置や、体形・柔らかさなど特性の違いが生じる。

①測定器の許容誤差: 仕様に明記。ただし、カバーテープや曲面誤差（規定ないため明記できず）を加算する考慮を要す。

　エアパック式接触圧測定法の製品化と共に、柔軟面の接触圧標準(基準)を知る接触環境の再現と、その熱影響の校正を行える水圧校正装置を計測機と共に納め、自ら再現性・計測精度
の管理が行え信頼のもとで利用頂いています。これらの技術は特許取得し、新たな機器や校正法の開発に努めております。近況では経時計測から間欠計測出来る機器の製品化や、生体へ
の圧迫影響による感覚計測、基礎生理、医療など広い分野で活用頂き文献も数多く出されています。

接触間に扁平状にエアを封じ込めエアの圧力を測定する。

　その測定手段として、エアを非伸縮性で柔軟なフィルムからなる袋に厚
み１mmに封じ込め、圧迫でつぶれないチューブで接触外部の圧力セン
サへ導き、大気との差圧で測定する。値は袋面積の平均値となる。

　柔らかい面は、柔らかいセンサで計測 → 空気と柔らかい袋 → 接触面への影響が極めて少なく、再現性が良く動作計測も可能です。

圧力計へ

エアパック計測法
横ズレ

接触圧と熱影響の校正法 <平面状にて>

エアパック素材が非伸縮性で、圧迫されても拡がらない
断面図

エアパック

測定における各誤差

特徴

水

圧

エアパック(受圧センサ）

エアパック(袋)を一定水深に水平に固定し、温度調整しなが

ら水/湯を流したまま、あふれた状態で容器内の温度とエア

パックの圧力を相関計測し熱影響を観ることができる。
右上グラフの水深は４００mm

【結果】
４０度の環境変化で＋0.1ｋPa (1hPa)上昇

水
深
測
定

水/湯

温
水
器

温度センサ

固定

【熱影響が少ない理由】

①空気の熱膨張は１℃で、１/(２７３＋気温)です。

<例>部屋温が２７℃で皮膚温３３℃の場合、

{1/（273＋27）}Х（33-27）＝1/50

袋は厚み１mmの扁平状で、（φ２０の場合０．３ｃｃで）厚みの変化は

極めて少ない。

②袋の最大容積より封入する空気の膨張した容積が少なく、

空気の膨張による袋の張力が働かない。
③柔らかい物体の接触であるから、その柔軟性に力が吸収される。

受圧センサであるエアパックを水

平板に着け水に沈め、水深を測定

することで面圧の校正できる。設置

面は水平板側が固い面、水側が柔

熱影響

水
深
測
定

水が溢れた状態で

水の比重： ４℃=１．０００ ２０℃=０．９９８ ３０℃=０．９９６ ４０℃=０．９９２

透明ﾊﾟｲﾌﾟ

注意： 体圧などの計測に於いて、分布圧を知ることは理想ですが・・・。しかし、分布圧を接触面にシートセンサを敷いて計測する方法は、接触環境を変えてしまう懸念がある。フィルムなど伸縮

性がないシートセンサを接触間に敷き、沈み･柔軟性･摩擦を変えてしまい実態の体圧とは云い難い。皮膚や生地の軟らかい面は、伸縮性やしわで変形や沈みに自在に対応しているため、計測に

てそれらに極力影響を与えないことが重要。繊維張力によって接触周囲の状況も体圧に影響する。

圧力計へ

圧力計へ

エアパック
(受圧セン

カバーテープ

型式用途・機能比較
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点数増設/本体:AMI3037-2(1点)は1点計測。拡張ユニット:AMI3037-2B(2点)を増
設することで２点ずつ点数増設が可能で、予算や課題のバージョンアップによっ
て増設が可能である。

オプション： ●パソコンデータ収録装置（10点以上）Excel(CSV)データ処理

(例)

特徴：

特徴：

オプション： ●⑪パソコンデータ収録装置（ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ）AM9000(6点）/Excel(CSV)データ処理

　付属：ソフト●USB通信ケーブル、●ＡＣアダプタ

オプション： ●⑪パソコンデータ収録装置〈例〉AM9000-set(6点）付属：ソフトExcel(CSV)データ処理、USB通信ケーブル、ＡＣアダプタ（専用）

内臓エアシリンダ２種<黒･赤>： エアパック形状や計測面の硬さでエアの封
入量を選択できる。例えばエアパックφ２０では、生体など柔らかい計測面は
赤のコックを引き厚み１mm分入れ、ダミーなど硬い計測面では黒のコックを引
き厚み０．５mm入れる。バネにより強さ、早さが一定で安定した封入が行え
る。

●<1点> 表示付接触圧計(ｵｰﾄｾﾞﾛ機能）　A0101-G35-AC（1点）

●<１点> 表示付接触圧計(多点対応･電圧出力･ｵｰﾄｾﾞﾛ機能)  A0905-SA-35k（1点）

構成：

多点対応：数個のエアパックを部位に先に着け、計測用具を装着して本体に接
続し、内蔵エアシリンダによりエアを押込み封入し計測。計測をエアパックの
数だけ繰り返す。またエアパックを着けたまま時間経過後、再接続し計測する
ことで変化も計測可能。

①本体/A0905-SA-35ｋ(1点)、⑨中継ﾁｭｰﾌﾞ１．５m④エアパック5本組/SB-φ20/0.5m×2本・1m×3本、⑤カバーテープ(200枚）/AMI3037-PT、⑩出力ケー
ブル●(画像外）圧力校正セット/AMI3037-CS、　付属品：⑥プレス試験機

構成：

構成：

●<１点> 表示付接触圧測定器-接続切替による多点測定- AMI3037-SB-hP(hPa)/mH(mmHg)

構成：

小型で測定出力信号（DC電圧）のみ。２電源で電池（単三電池４本）とＡＣアダ
プタ（AC100V）、ＡＣアダプタ使用中に電源が外れたり停電時には自動的に電池
に切り替わる。

①本体/AMI3037-2(1点)、②拡張ユニットAMI3037-2B(2点)、③エアシリンダ
/AMI3037-AMI3037-CY、④エアパック５本組/AMI3037-P5、⑤カバーテープ(200枚）
/AMI3037-PT、⑨ACｱﾀﾞﾌﾟﾀ/AMI3037-2AC、●(写真外）圧力校正セット/AMI3037-
CS、付属品：⑥プレス試験機/●ゼロ調整用ミニドライバー

●<1点･３点･５点･７点…>ハンディ接触圧計/拡張式型 AMI3037-2(1点)･拡張ユニットAMI3037-2B(2点)

構成：

①本体/AMI3037-10-Ⅱ(10点)/ゼロ機能付き、③エアシリンダ/AMI3037-CY、④エア
パック５本組Х３組/AMI3037-P5Х3(予備含む）、⑩出力ケーブル（10点）、●カ
バーテープ(200枚）/AMI3037-PT、●(写真外）圧力校正セット/AMI3037-CS、付属
品：プレス試験機

多点デジタル表示付卓上型： 計測点数のデジタル表示と出力信号（DC電圧出力）
で、同時に多点計測でDC出力をデータ収録装置に入力し経時変化などの解析を行え,
ゼロ機能付きです。（スイッチひとつで全ｃｈをゼロにできる）

●<５点･１０点> 多点接触圧計　AMI3037-5S-Ⅱ（5点）　AMI3037-10-Ⅱ（10点）

特徴：

オプション：　⑦パソコンデータ収録装置（ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ）AM9000(6点）付属：ソフト、⑧USB通信ケーブル、●ＡＣアダプタ(ﾛｶﾞｰ用)

特徴：

機器構成

オートゼロ（ゼロ調整操作不要）： 1点計測で出力信号（DC電圧出力）付き、電源を
入れると同時にゼロ調整が行われる。電源はAC100ｖ

多点対応：数個のエアパックを部位に先に着け、測定する衣服/用具を着用/装着し,本体に
接続する。→内蔵エアシリンダによりエアを押込み封入し測定。エアパックの数分を繰り返
し測定。またエアパックを着けたまま時間経過後、再接続し測定することで測定変化を観る
ことも可能。

　　　＜ストッキング･包帯の圧力測定器＞

①本体/AMI3037-SB(1点)、⑨中継ﾁｭｰﾌﾞ1.5m、④エアパック３本組/SB-φ20/0.5m×1本・1m
×2本、⑤カバーテープ(200枚）/AMI3037-PT、付属品：⑥プレス試験機(小)

オートゼロ（ゼロ調整の操作不要）：電源を入れると同時に、 測定値・出力（DC電圧出
力）がゼロになる。

　エアパックに専用エアシリンダにてエアを入れ本体と接
続し、部位に付けてから用具装着や体圧を連続計測。

　事前にエアパックを部位に付け、用具装着や体圧を掛けた状態で本体に接
続し、コックを引き内蔵エアシリンダでエアを押込み封入して計測。

①本体/A0101-G35-AC(1点)、③エアシリンダ/AMI3037-AMI3037-CY、④エアパック２本組
/AMI3037-P2、⑤カバーテープ(200枚）/AMI3037-PT、⑩出力ケーブル、●(写真以外にの付
属）圧力校正セット/AMI3037-CS、付属品：⑥プレス試験機(小)

特徴：

オートゼロ（ゼロ調整操作不要）： 1点計測で出力信号（DC電圧出力）付き、
電源を入れると同時にゼロ調整（環境の大気圧でゼロ）

ｼﾞｮｲﾝﾄ ｼﾞｮｲﾝﾄ

ｼﾞｮｲﾝﾄ

②
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⑨

⑥

⑧

③④

③

④
⑤

④

⑤

⑪

①

①

⑨

⑥

④
④

①

⑦

④

測定機構２種

ｴｱｼﾘﾝ

内臓ｴｱｼﾘﾝﾀﾞ

DC電圧出力

DC電圧出力

ﾊﾟﾗｿﾙ型ｴｱﾊﾟｯｸ(組込型)

中継型ｴｱﾊﾟｯｸ標準ｴｱﾊﾟｯｸ

ﾊﾟﾗｿﾙ型ｴｱﾊﾟｯｸ（組込型-中継型）

内臓エアシリンダ付属品： エアシリンダ

⑩

電池・AC / 付属品： エアシリンダ

本体内蔵/セミオートエアシリンダ

本体内蔵/セミオートエアシリンダ

④

←（内臓エアシリンダ）コック/赤

ゼロ・リセット機能 / 付属品： エアシリンダ

付属品： エアシリンダ

多数に対応

本体(圧力センサ）
本体(圧力センサ）

コック

A0905のみDC電圧出力

①

⑩

ゼロ・リセット

④

⑤

⑪

⑥

⑩
⑨

⑨

⑥

⑤

⑥

①

<内臓エアシリンダ>

コック２個

黒

赤


